
問

県
が
昨
年
実
施
し
た

「
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
」

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
、
昨
年

月
に
結
果

12

公
表
さ
れ
た
が
、
県
の
結

果
報
告
会
議
に
、
市
か
ら

は
出
席
し
て
い
な
い
。
そ

の
欠
席
の
理
由
は
何
だ
っ

た
の
か
。

調
査
に
よ
れ
ば
、
「
ひ

き
こ
も
り
」
該
当
者
が
、

県
全
体
で
は
１
６
０
７

人
、
庄
内
地
域
は
４
５
２

人
で
あ
り
、
男
性
比
率
が

約
７
割
、
年
代
は

代
～

10

代
ま
で
が
３
４
１
人
と

40
％
を
占
め
て
お
り
、
市

75の
該
当
者
は
１
８
８
人
と

聞
い
て
い
る
。

市
に
「
ひ
き
こ
も
り
支

援
」
の
た
め
、
次
の
見
解

を
求
め
る
。

①
担
当
部
署
を
明
確
に

す
る
こ
と
。

②
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
、
家
庭
・
地
域

・
民
間
団
体
・
関
係
機
関

の
関
わ
り
方
、
役
割
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。

③
医
師
や
、関
係
機
関
、

民
間
支
援
団
体
な
ど
に
よ

る
「
検
討
委
員
会
」
の
設

置
。

健
康
福
祉
部
長

県
の
報

告
会
に
は
、
庁
内
の
連
絡

調
整
が
不
徹
底
で
あ
り
出

席
し
て
い
な
い
が
、
後
日

県
か
ら
資
料
を
も
ら
い
、

内
容
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
い
る
。

現
在
、
市
と
し
て
は
健

康
福
祉
部
門
や
各
種
相
談

窓
口
で
対
応
し
、
内
容
に

応
じ
て
医
療
機
関
や
庄
内

保
健
所
、
民
間
団
体
で
あ

る
「
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
き
の
と
う
」
、
就
労
支

援
相
談
は
酒
田
に
あ
る

「
庄
内
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
紹

介
し
て
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
の
要
因
や

影
響
が
複
雑
で
、
個
別
に

違
う
た
め
「
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
」
と
の
声
も
あ
る
。

市
民
に
わ
か
り
や
す

く
、
相
談
し
や
す
い
窓
口

の
あ
り
か
た
、
個
別
の
ケ

ー
ス
に
応
じ
た
専
門
的
な

対
応
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

動
を
求
め
る
が
、
そ
の
見

解
は
。

健
康
福
祉
部
長

発
達
障

害
を
診
断
で
き
る
医
療
機

関
が
少
な
い
こ
と
、
様
々

な
機
関
の
理
解
不
足
、
経

済
的
基
盤
で
あ
る
、
就
職

後
の
就
労
支
援
、
生
活
支

援
、
訓
練
活
動
な
ど
青
年

・
壮
年
期
の
支
援
体
制
整

備
は
未
だ
途
上
。
生
涯
を

通
じ
た
支
援
の
構
築
は
大

き
な
課
題
と
認
識
し
て
い

る
。市

と
し
て
は
、
「
障
害

者
地
域
自
立
支
援
協
議

会
」
に
、
発
達
障
害
に
関

す
る
専
門
部
会
を
立
ち
上

げ
、
情
報
共
有
や
連
携
、

支
援
の
方
向
性
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
深
め
て
ゆ

く
。

問

公
共
下
水
雨
水
・
大

山
第
一
排
水
区
（
大
山
二

丁
目
・
三
丁
目
の
旧
町
内

の
下
水
・
雨
水
を
大
山
川

に
排
出
す
る
経
路
）
が
、

近
年
周
辺
の
宅
地
開
発
と

農
地
減
少
に
よ
り
湛
水
機

能
が
低
下
し
、
大
雨
な
ど

で
雨
水
が
一
気
に
幹
線
排

水
に
流
れ
込
み
、
殿
町
、

上
本
町
、
下
本
町
な
ど
の

雨
水
を
呑
み
込
む
機
能
を

低
下
さ
せ
、
低
地
に
あ
る

宅
地
な
ど
に
冠
水
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。
「
大
雨

に
な
る
と
、
毎
回
土
の
う

を
積
み
上
げ
て
対
策
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と

か
し
て
ほ
し
い
」
と
住
民

の
声
が
あ
る
。

緊
急
的
対
策
も
必
要
だ

が
、
抜
本
的
対
策
、
改
修

見
通
し
に
つ
い
伺
う
。

建
設
部
長

大
山
第
一
排

水
区(

・
９
㌶)
は
、
市

53

と
し
て
も
改
善
の
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

排
水
面
積
が
広
く
、
南

北
に
長
い
排
水
区
の
た

め
、
上
流
部
で
発
生
し
て

い
る
浸
水
被
害
を
解
消
す

る
に
は
雨
水
幹
線
の
整
備

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
排
水
計
画
は
平
成

５
年
度
策
定
の
も
の
で
、

見
直
し
が
必
要
。
事
業
化

に
つ
い
て
は
、
今
後
地
区

全
体
の
計
画
を
見
直
す
と

と
も
に
、
他
の
事
業
予
定

地
区
の
進
捗
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
て
ゆ

く
。
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

＊県のひきこもり調査結果

○該当者（全年齢）の総数は1,607人となっている。

○出現率（人口当たりの該当者数）を地域別に見ると、合計

では0.14％となっており、地域別に見ると町村部が0.20％と

市部に比べてやや高くなっている。

４
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日
本
共

産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
ひ
き
こ
も
り
支
援
策
、
②
発

達
障
が
い
者
の
支
援
策
、
③
冠
水
対
策
な
ど
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
、
役
割
明
確
化
を

問

発
達
障
が
い
者
は
、

社
会
的
に
孤
立
し
や
す

く
、
専
門
的
な
支
援
が
必

要
。
視
覚
や
聴
覚
、
に
お

い
な
ど
に
過
剰
に
反
応
し

た
り
、
人
ご
み
の
中
で
圧

迫
感
を
感
じ
た
り
す
る
こ

と
で
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

し
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
、
社
会
生
活
の
中
で
の

市
民
の
理
解
と
支
援
が
不

可
欠
。

市
と
し
て
も
、
①
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
た
職
員

の
研
修
や
、
専
門
窓
口
の

配
置
、
庁
内
で
の
案
内
、

掲
示
の
充
実
。
②
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
支
援

の
方
針
。
③
問
題
を
検
討

す
る
専
門
部
会
体
制
の
確

立
。
④
就
労
移
行
支
援
の
、

市
内
事
業
所
へ
の
啓
発
活

発
達
障
が
い
者
支
援
策
の
充
実
を

大
山
地
区
冠
水

抜
本
的
対
策
を



問

合
併
後
、
旧
町
村
の

行
政
力
の
縮
小
に
伴
い
、

地
域
の
防
災
力
も
小
さ
く

な
っ
て
い
る
。
旧
町
の
伝

統
で
も
あ
る
出
初
式
を
継

続
で
き
な
い
か
。

消
防
長

消
防
団
組
織
検

討
委
員
会
で
、
方
面
隊
の

事
業
は
団
員
負
担
に
配
慮

し
検
討
す
る
と
さ
れ
、
藤

島
地
域
の
出
初
式
は
取
り

や
め
と
決
ま
っ
た
。

梯
子
乗
り
・
纏
振
り
は

大
切
な
伝
統
で
あ
り
支
援

し
て
い
き
た
い
。

事
務
が
庁
舎
か
ら
消

防
本
部
へ

問

消
防
団
事
務
が
消
防

本
部
・
分
署
に
移
さ
れ
、

地
域
庁
舎
の
防
災
力
の
後

退
し
て
い
る
の
で
は
。
消

防
団
事
務
を
地
域
庁
舎
に

戻
す
べ
き
。

消
防
長

消
防
団
統
合

後
、
団
全
体
に
関
わ
る
事

務
な
ど
は
消
防
本
部
の
主

体
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成2

4

年
度
に
団
事
務
を

一
元
化
し
、
各
地
区
の
対

応
の
た
め
分
署
が
窓
口
業

務
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

庁
舎
と
の
連
携
は
防
災

担
当
職
員
も
会
議
に
出
席

し
、
図
ら
れ
て
い
る
。

自
治
体
の
防
災
力

問

①
地
域
庁
舎
へ
の
権

限
委
譲
、
本
庁
と
地
域
庁

舎
と
の
分
権
化
、

②
地
域
住
民
組
織
の
育

成
、
住
民
の
防
災
活
動
の

活
発
化
、

③
住
民
と
自
治
体
職
員

と
の
協
働
関
係
を
高
め
、

被
災
時
対
応
の
迅
速
化
を

図
る
、

④
公
聴
啓
発
活
動
の
活

発
化
、
を
求
め
る
。

市
民
部
長

地
域
の
災
害

特
性
に
合
わ
せ
迅
速
か
つ

的
確
な
対
策
を
講
ず
る
に

は
、
地
域
に
精
通
し
て
い

る
地
域
庁
舎
の
災
害
対
策

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

監
査
も
あ
る
の
で
は
」「
特

別
会
計
の
処
理
も
良
い
の

で
は
」と
い
う
声
が
あ
る
。

市
の
対
応
は
。

市
民
部
長

総
合
交
付
金

は
市
の
補
助
金
申
請
・
交

付
事
務
と
同
様
の
す
す
め

方
で
行
わ
れ
る
。

特
別
会
計
に
よ
ら
ず
、

町
内
会
の
会
計
処
理
が
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
さ
れ
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問

支
所
体
制
の
縮
小
に

よ
る
行
政
力
の
低
下
に
対

し
て
、
あ
る
意
味
で
は
そ

れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し

て
住
民
自
治
の
強
化
を
図

る
、
そ
の
た
め
の
総
合
交

付
金
だ
。

市
民
部
長

そ
れ
は
違

う
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
活
性
化
を
推
進

し
、
活
動
基
盤
の
強
化
を

図
る
た
め
の
も
の
だ
。

害
へ
の
備
え
」
と
し
、
現

状
の
復
興
は
「
被
災
者
の

ニ
ー
ズ
に
比
べ
て
遅
い
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。
復
興

住
宅
の
と
ら
え
方
と
し
て

「
生
活
再
建
に
と
っ
て
前

提
的
条
件
だ
が
被
災
者
の

生
活
に
即
し
た
多
様
な
施

策
が
必
要
。住
宅
と
仕
事
、

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
、
生
活
支

援
な
ど
、
避
難
所
か
ら
仮

設
住
宅
、
恒
久
住
宅
ま
で

の
全
プ
ロ
セ
ス
を
見
通
し

た
住
宅
復
興
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
必
要
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。

（
つ
づ
く
）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
3月10日入札分

・市立加茂水族館入場管理機器設置工事
(株)渡会電気土木 9,160,000円（9,350,000円）工期～5/20（落札率98.0％）
・市立加茂水族館屋上・外構緑化工事
(株)佐藤工務 39,200,000円（39,350,000円）工期～5/20（落札率99.6％）

3月7日入札分
・市立加茂水族館有機ＥＬ照明工事
アベ電工(株) 5,850,000円（6,173,000円）工期～3/25（落札率94.8％）

3月6日入札分
・市立加茂水族館東駐車場照明設備工事
大同電気(株) 3,500,000円（3,633,000円）工期～5/16（落札率96.3％）
・鶴岡市文化会館改築給排水衛生機械設備工事
中止 － （204,900,000円）工期～28/8/31

・鶴岡市文化会館改築空調機械設備工事
中止 － （462,800,000円）工期～28/8/31

・鶴岡市文化会館改築電気設備工事
中止 ー （370,700,000円）工期～28/8/31

・鶴岡市文化会館改築工事
不調 － （3,051,000,000円）工期～28/8/31

土木課入札結果（ ）内は予定価格
3月6日入札分

・白山９号線舗装新設工事(債務負担行為)（白山地内）
(株)三庄 1,600,000円（1,680,000円）工期～5/9（落札率95.2％）
・大山小学校城山線道路冠水対策工事(債務負担行為)（大山三丁目地内）
山形工業(株) 2,750,000円（3,140,000円）工期～6/13（落札率87.6％）
・山王町宝町線道路改良工事(債務負担行為)（宝町地内）
山形工業(株) 4,500,000円（4,980,000円）工期～6/2（落札率90.4％）
・大谷８号線道路改良工事(債務負担行為)（大広地内）
(有)大地工営 6,250,000円（7,010,000円）工期～5/30（落札率89.2％）

４
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日
本
共

産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
藤
島
地
域
の
出
初
式
の
中

止
と
防
災
力
、
②
単
位
自
治
組
織
へ
の
総
合
交
付
金
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

旧
町
の
伝
統
は
継
続
で
き
な
い
か

議
団
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

第
一
部
の
職
場
・
地
域

か
ら
の
報
告
と
ア
ピ
ー
ル

採
択
に
続
い
て
行
わ
れ
た

第
二
部
で
は
、
「
こ
れ
で

い
い
の
か
？
格
差
、
貧
困
、

生
き
づ
ら
さ
、
そ
し
て
原

発
…
、
雨
宮
処
凜
さ
ん
に

か

り
ん

お
聞
き
し
ま
す
」
と
題
し

て
、
作
家
・
活
動
家
の
雨

宮
処
凛
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
形
式
で
講
話
を
行
い

ま
し
た
。

８
日
、
国
際
婦
人
デ
ー

田
川
地
区
集
会
が
開
催
さ

れ
、
来
賓
と
し
て
関
徹
市

総
合
交
付
金
の
会
計
処
理

問

自
治
組
織
が
町
内
会

費
に
よ
っ
て
運
営
し
て
き

た
会
計
に
、
総
合
交
付
金

が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

予
算
・
決
算
書
の
提
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
、
「
会
計

震
災
復
興
シ
ン
ポ
に
参
加
し
て(

１)

加
藤
太
一

８
日
仙
台
市
で
行
わ
れ

た
「
被
災
地
か
ら
『
こ
の

国
の
か
た
ち
』
を
正
す
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

ま
し
た
。
塩
崎
賢
明
氏
（
立

命
館
大
学
教
授
）
が
「
被

災
地
か
ら
考
え
る
復
興
・

減
殺
」
、
馬
場
有
氏
（
浪

江
町
長
）
が
「
原
発
災
害

か
ら
住
民
の
命
を
守
る
」

と
題
し
て
講
演
、
両
氏
に

加
え
て
飯
塚
正
広
氏
（
あ

す
と
長
町
仮
設
住
宅
自
治

会
長
）、
佐
藤
力
也
氏
（
大

船
渡
市
役
所
職
員
組
合
委

員
長
）、
岡
田
知
弘
氏
（
自

治
体
問
題
研
究
所
理
事

長
）
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
被
災
地
か
ら
『
こ
の

国
か
た
ち
』
を
正
す
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

塩
崎
氏
は
「
今
な
お
被

害
が
継
続
し
て
お
り
災
害

か
ら
災
害
の
サ
イ
ク
ル
の

中
で
減
災
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
復
興
は
次
の
災
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